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1. はじめに 

空港では風況把握のためにドップラーライダーが利用されている。弊社はこれまで培ってきたドップラーライダ

ー技術を活用して風況把握を支援し、風に係る課題の解決に貢献する風況データソリューションの実証を進め

ている。風況把握により建設現場、都市開発・管理等、そして次世代エアモビリティ（無人航空機、空飛ぶクルマ）

における運用の安全性と効率性の向上につながると考えられる。本稿では、風況データソリューションの実証事

例を報告し、次世代エアモビリティにおける風況データの活用について提案する。 

 

2. ドップラーライダーによる風況データ 

 ドップラーライダーは、レーザ光を空間に送信して大気中のエアロゾル（大きさ 1/10～数ミクロンの浮遊粒子）

の動きを捉えた散乱光を受信し、ドップラー効果から風向・風速を測定する装置である。従来型の風向・風速計

では測定できなかった上空や周辺エリアの風況データを測定可能である。これまで空港の風況把握、風力発電

の風況アセスメント等にご利用頂いている（図 1）。 

 

3. 風況データソリューション 

 風況データソリューションは、ドップラーライダーで測定する風況データを活用し、従来の気象データでは捉え

られない、上空の数 100mまでの低高度における地域特性を含む風況データを蓄積・活用・分析することにより、

従来は解決が困難であった風に係る諸課題の解決を支援する（図 2）。具体的には、ドップラーライダーで測定

する風況データと気象予報データ等をソフトウェア処理し、用途に合わせたソリューションを提供する。風況デー

タを蓄積し、ＡＩを用いることにより、地域特性を考慮した予測も可能である。 

 

 
図 1 ドップラーライダーによる風況データのイメージ[1][2] 

 



 

 
図 2 低高度における風況データの利活用イメージ 

 

4. 次世代エアモビリティの動向 

(1)今後の計画 

次世代エアモビリティの社会実装に向けて官民協議会等において産学官が連携した検討が進められている。

官民協議会発表のロードマップでは以下の計画が示されている[3][4]。 

■無人航空機 

「有人地帯（第三者上空）での補助者なし目視外飛行」（レベル４飛行）を 2022 年度中に実現する。 

■空飛ぶクルマ 

  2025 年の大阪・関西万博での飛行を実現し、2020 年代後半に商用運航を拡大する。 

(2)風に係る課題 

 国土交通省・航空局のホームページでは、運用が開始されている無人航空機の事故等の情報が公開されて

いる[5]。公開情報では「上空は風が強く機体が流された」「上空での強風を予想できなかった」「突風に煽られ慌

てて操作ミスした」等、風が要因と思われる報告があった。直近 3 年間の情報を分析したところ事故等の少なくと

も約 1 割は風が要因と考えられる（図 3）。 

 今後利活用が進む次世代エアモビリティの運用において、風に起因する安全性の低下、運用効率の低下（運

用の中断、遅延、中止/欠航等）が懸念される。風況把握の支援により、安全性と運用効率性のさらなる向上に

貢献できるのでは、と考える。 

 

図 3 無人航空機の事故等のうち風が要因と思われる事故等（弊社分析）[5] 

 



 

 
図 4 事例 1 における鉛直ライダー測定結果の一例 

5. 実証の事例 

 前章のように様々な業界・シーンにおける風に係る課題を仮定し、実証によって風況データソリューションの有

効性の検証を進めている。本章では実証の事例を紹介する。 

(1)事例 1 

建設現場では強風によるタワークレーン作業中断、工事用エレベーター給電ケーブル断線等に対し、安全性

と生産性のさらなる向上が課題になっている。株式会社竹中工務店、株式会社アクティオと共に、建設現場特

有の風況の把握に基づく建設業界向けソリューション開発を目指して、アクティオ大阪 DL センターに鉛直ライダ

ーを設置し、上空 250m までの風況を測定、可視化した。測定結果から、風速の時間変化の傾向は異なる高度

で似ているが、風速は必ずしも一致しない、また風速差は一定ではないことを確認した（図 4）。 

 

(2)事例 2 

将来的な空飛ぶクルマの離着陸場の整備・運用に向けて風況把握の有効性を検証するために、三菱地所株

式会社と共に、三菱地所・サイモン株式会社の協力のもと御殿場プレミアム・アウトレットにて、ヘリコプタークル

ージングに使用される離着陸場の風況を調査した。鉛直ライダーを用いて離着陸場上空、またスキャニングライ

ダーを用いて離着陸場周辺エリアの風況を測定、可視化した。離着陸場上空では、天候の変化に伴い強風が

発生する様子を測定した（図 5）。 

 
図 5 事例 2 における鉛直ライダー測定結果の一例 

 



 

 
図 6 事例 2 におけるスキャニングライダー測定結果の一例 

 

離着陸場周辺エリアでは、エリア内で風況が徐々に推移していく様子、またエリア内の地点によって同時刻でも

風況が異なる様子を測定した（図 6）。 

 

(3)事例 3 

高層ビルが立ち並ぶ都市部では、近年の気候変動の影響もあり、風の影響が予想しにくくなっている。風況

データを効果的に活用することで、歩行者をはじめ、建設作業やビル外窓清掃等の高所作業従事者の安全確

保や、街中でのイベント参加者の快適性確保のほか、次世代エアモビリティの社会実装の加速につながると考

えられる。三菱地所株式会社と共に、エリアマネジメントの高度化や安全・安心で快適なまちづくりの貢献するソ

リューション開発を目指して、常盤橋タワー上空・周辺エリアの風況を測定、可視化した。 

 常盤橋タワー屋上にスキャニングライダー、また隣接する TOKYO TORCH Park に鉛直ライダーを設置し、常

盤橋エリアの地表～上空及び周辺エリアの風況を測定した。一般的には高度が上がると風速が強くなる傾向だ

が、上下の高度と異なる水平風速が発生する様子等を測定した（図 7）。 

 

(4)その他の事例 

次世代エアモビリティに関して進めている事例 2 つを紹介する。 

1 つ目は内閣府のスーパーシティ及びデジタル田園健康特区における調査事業に採択された「空飛ぶクル

マの大阪ベイエリア航路実現性の調査」である[6]。空飛ぶクルマの大阪ベイエリア航路の実現性を検証するた

めに、離着陸場候補地と考えている大阪湾周辺や桜島周辺の風況等の調査を進めている（図 8）。 

 

 
図 7 事例 3 における鉛直ライダー測定結果の一例 

 



 

2 つ目は大阪府の令和 4 年度空飛ぶクルマ都市型ビジネス創造都市推進事業補助金の対象事業に採択さ

れた「大阪市内中心部における空飛ぶクルマの離着陸場利活用に向けた可能性調査 2.0」である[7]。大阪市内

中心部のビル屋上を空飛ぶクルマの離着陸場に利活用する可能性を探るために、ビル屋上の風況等の調査を

進めている（図 9）。 

 
図 8 「空飛ぶクルマの大阪ベイエリア航路実現性の調査」の概要[6] 

 

 
図 9 「大阪市内中心部における空飛ぶクルマの離着陸場利活用に向けた可能性調査 2.0」の概要[7] 

 



 

 
図 10 次世代エアモビリティにおける風況データ活用のイメージ案 

6. 次世代エアモビリティにおける風況データ活用のご提案 

 前章の実証結果もふまえ、次世代エアモビリティにおける風況データ活用について提案する。 

(1)想定の課題 

ドローンや空飛ぶクルマは固定翼機やヘリコプターより機体が小さく、風による影響が大きいと考えられる。離

着陸また飛行可能な風等の気象条件に対する制限により安全性を確保する場合、運用の中断、遅延、中止/欠

航が発生し、各離着陸場、飛行経路における運用効率が低下すると考えられる。さらに路線および次世代エア

モビリティの航空ネットワーク全体の運用効率低下につながることも懸念される。今後の次世代エアモビリティの

活用に向けて、離着陸場や飛行経路等、低高度また種々のサイトの風況データの充実化が必要と考える。 

(2)風況データ活用案（図 10） 

離着陸場設置等の事前アセスメント、運用時の計画・モニター、事後評価・調査等、各フェーズでの活用が考

えられる。運用時は安全性向上、また柔軟な計画・運航管理への活用により運用効率最大化に有効と考える。 

 

7. おわりに 

本稿では、空港等でご利用頂き、長年培ったドップラーライダー技術を活用した風況データソリューションの

実証等の取組みを報告し、次世代エアモビリティにおける安全性・運用効率性等の向上への貢献について提

案した。実証では種々のサイトでソリューションの有効性検証を進め、サイトごとの風況の特徴を捉えている。 

今後もお客様との共創により、ご提供する価値の検証と開発を進めていく予定である。引き続き、次世代エア

モビリティのさらなる活用に向けた環境の構築・充実化、そして現行の航空機、次世代エアモビリティの運用が

調和・融合した将来の航空への発展に貢献していきたい。 
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